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6 月例会プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

と き：2017 年 6 月 16 日（金） 
 19：00～21：00 

ところ：YMCA 会館新館 3階 
 

司会 土谷 明男 
開会挨拶と点鐘       会長 稲本 修一 
ワイズソング 
ワイズ信条 
１ 自分を愛するように  

隣人（りんじん）を愛そう 
 １  青少年のために YMCAに尽くそう 
 １  世界的視野をもって 

国際親善をはかろう 
 １ 義務を果たしてこそ 

権利が生ずることをさとろう 
１ 会合には出席第一 

社会には奉仕第一を旨としよう 
 
今月の聖句・食前感謝       柴川 林也 
 
卓話 ゲストスピーカー 
片山 啓ワイズ 
「橋の世界」「冒険旅行のはなし」 
 
ハッピーバースデイ＆おめでとう結婚記念日 
スマイル             熊谷 光彦 
茨城YMCA報告           和田 賢一 
 
報告と協議 
・まつりつくば 出店と担当 
・会員増強委員選出 
・次回例会について 
 
閉会挨拶と点鐘 稲本 修一 
 
  

 
 評価 

強調月間テーマ 

今月の聖句 

「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。すべての事につい

て、感謝しなさい。」 

テサロニケ人への手紙第１ ５章１６～あ８節 
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茨城ワイズメンズクラブ 

2016 年度~2017 年度 

6 月報 Vor.106 

 国際会長主題      ：私たちの未来は、今日より始まる 

 アジア地域会長主題：ワイズ運動を尊重しよう  

 東日本区理事主題  ：明日に向かって、今日動こう 

 関東東部部長主題  ：組み合わされ、結び合わされて、造り上げられてゆく 

  茨城ワイズ会長主題：「ワイズを楽しもう、輪を広げよう。」 

巻頭言  

柳瀬 久美子 

 

古希とは『人生七十古來稀』古くは人生７０歳まで生きるのは

稀なことである。 

平均寿命が伸び７０歳を迎えることは稀ではなくなったことや、

稀が常用漢字にはないため「希」に変わったそうですが、希望を

感じます。 

私は数年前に古希を迎え、足腰衰え、物忘れ等を感じています。

最近、巷では終活なる言葉をよく見、聞きします。自分史を作っ

たり、保険の見直し、身の回りの物の整理、お墓の整理、準備、

ボランティア活動の縮小、免許証の返還等。私の所属する教会で

は（葬儀に関する要望書）という書類があります。内容は自分の

葬儀をどの様に行ってほしいのか、司式は誰に、讃美歌は何番、

思い出を誰に語って欲しいか等です。私も現在作成中ですが、讃

美歌を選び、パワーポイントで写真を編集したり、自分の葬儀を

想像することに初めは抵抗を感じていましたが、今は、なぜかほ

のぼのとした気持ちになります。そのような時、国際ワイズメン

クラブの関東東部国際・交流事業主査という大役を仰せつかった

のです。茨城クラブでは賄い担当でワイズの活動を理解していな

い状態でした。まず初めにワイズ用語を覚え、過去の評議会資料

を読み、一夜漬けの勉強でした。片山部長のクラブ訪問に同行し、

初めて他のクラブの例会を経験させていただきました。８月のク

ラブ訪問でしたので納涼会が多く目から鱗の楽しい例会でした。

緊張した評議会、楽しかった東西交流会参加、先日行われた第２

０回東日本区川越大会では多くのワイズと親しく挨拶ができる

ようになりました。古希を過ぎて、このように多くの方々と親し

くなれたことは、ワイズメンズクラブに参加させていただいたお

かげです。関東東部国際・交流事業主査としてお役に立てません

でしたが、一人のワイズメンを育てて頂いたことに感謝いたしま

す。又、ひろくんを救う会の募金活動に参加させていただき、見

ず知らずの多くの方から、温かい言葉や激励をいただき感激、感

謝の時でした。後期高齢者ちかくなっても出来ることに挑戦した

いという思いにさせて頂いた今期でした。ワイズの活動を通して

世界が広がったことに感謝いたします。 

 

 
5 月 例会報告 

出席者 会員    6 名 メネット 0名 
  スタッフ 2名 リーダー 0 名 

ゲスト   2 名 出席総数数 14 名 
在籍者会員数 15 名 会員出席率  40％ 
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【 茨城ワイズ 5 月例会報告 】 
 
5 月 12 日に例会を実施いたしました。ワイズメン 6 名の
ほか、昨年の茨城ＹＭＣＡチャリティーランに参加され
た鈴木さんがゲスト参加してくださいました。 
卓話では、つくばを本拠として、Ｖリーグ 2 部に所属す
るバレーボールチームである「つくばユナイテッドＳｕ
ｎＧＡＩＡ」の事務局明石いずみさんをお招きしまして、
バレーボールとＹＭＣＡのつながり、ＳｕｎＧＡＩＡが
地域社会にて果たすバレーボール振興活動などを話して
いただきました。 
また、スマイルでは、会長稲本さんのお孫さんの手術が
成功したという、これ以上ない良い報告を聞くことがで
きました。稲本会長の安堵の表情が印象的でありました。
また、茨城ＹＭＣＡのスタッフであり、長年ワイズの活
動をサポートしていただいている大澤さんより、第一子
となる女の子を迎え入れた旨の報告がありました。また、
宮田総主事より、茨城ＹＭＣＡにおいて念願の放課後デ
イサービスの認可が取得できた旨の報告がありました。
嬉しい報告に包まれ、楽しい例会となりました。 
 
その後以下の件につき報告と協議を行いました。 
◆5 月 27 日 茨城 YMCA 定期総会/2017 年度チャリティ
ーラン実行委員会 
◆6月 3日、4日東日本区大会 
◆次年度に向けた、会員増強について 
 
5 月例会の模様 
 
稲本会長開会点鐘時のひろくん報告/ゲスト明石さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例会食事/例会の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊5 月の会計報告については、取りまとめ未済につき、来
月のブリテンにてまとめて報告させていただきます。 
 
◆ワイズの目的は『YMCA の活動を支援する』となってお

ります。その１つとして YMCA 維持会員になっていただい

ております。まだ維持会員登録をされていない方は、和

田までお申し出下さい。YMCA は会員団体であり、YMCA は

会員に支えられ地域に根ざした活動を展開しております。

維持会員とは、YMCA の使命に賛同し、その運動に主体的

に参与し、YMCA の維持、発展に寄与することを願う会員

です。 

 
【 2016-2017 東日本区大会表彰 】 
・ユース事業  YIA 優秀賞 

  ロースター広告協力賞 

・国際交流事業 BF 使用済み切手収集協力賞 

 RBM 献金達成賞 

 
茨城 YMCA 報告  和田 賢一 

 
〈５月の報告〉 
 １日 早天祈祷会 
９日 主任会 

１０日 職員礼拝・職員会 
１２日 牛久センター運営委員会 
１３日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 
１４日 小学生定例野外活動つくんこクラブ 
１６日 みんなの食堂 
２０日～２１日 春のオーバーナイトキャンプ 
２０日 幼保園ディキャンプ 
２７日 茨城ＹＭＣＡ定期総会 
２７日 チャリティーラン実行委員会 
３１日 夏キャンプ申し込みスタート 
 
〈６月の予定〉 
 ４日 チャレンジキッズキャンプ下見 
 ５日 早天祈祷会 
５日 主任会 

１０日 小学生定例野外活動わいっこクラブ 
１０日 みどりの児童クラブ総会 
１０日 牛久児童クラブ総会 
１１日 中高生ユースクラブ 
１２日 みんなの食堂 
１６日 全国総主事会議 
１７日 東新井児童クラブ総会 
１７日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 
１７日～１８日 日本ＹＭＣＡ同盟評議会 
１８日 北関東学童指導員学校 
２１日 職員礼拝・職員会 
２１日 チャリティーラン実行委員会 
２４日 アドベンチャーキャンプ下見 
２５日 高学年定例野外活動トムソーヤ 
 
 
 
【 編集後記 】 
 
6 月も中旬に入り、梅雨らしい気候となってきました。
もうすぐ夏ですね！カラッとした夏の到来が待ち遠しく
もあり、うだるような猛暑の再来に戦々恐々としたり、
複雑な気持ちではあります。 
わが家は幸運なことに 7 月はじめに休暇が取れたので、
家族で北海道に足を運ぶ予定にしております。来月はみ
なさまにお土産話ができればよいのですが。 
 
早いもので、書記を拝命してまる一年となりました。毎
月駄文を垂れ流しているような気がして恥ずかしい限り
です。徐々に新しい取り組みも交えつつ、次年度も読ん
でいて楽しくなるブリテンを作り続けたいと思います。
引き続き、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 
書記 村田 淳 
 
(左)先週末はお隣栃木県は大谷資料館に行ってきまし
た。過去の大谷石の採掘現場が、いまでは巨大な地下空
間として整備されています。坑内は夏でも 10 度前後で、
つかの間の涼と異空間を体験してきました。  
（右)大谷資料館の帰り、小山で小山うどんを食べてきま
した。非常にコシのある歯ごたえ。日本にはまだまだ魅
力あるスポットや街がたくさんあるなと思わせる小旅行
でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


